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 多くの学生にとって文教大学での英語教育は完璧なものとはなっていないようです。これは講義

内容や先生方に問題があるわけではなく、基本的な事を我々が見落としているためだと思われます。

以下の文書の中で私がどのように学生に英語を使うための自信とその機会を与えているか、いかに

私の方法が他の新しい英語教授法と違い、コストの低いものか説明していきたいと思います。 

 

 

文教大学は今年 70 周年を記念して国際会

議を開催しました。このシンポジウムの準備

の際、「私の学生」の中から英会話のできるボ

ランティアを推薦してほしいとの連絡があり

ました。このような要請は今回が始めてでは

ありません。では、なぜこのような要請が私

の研究室に度々くるのでしょうか？ 一つに

は、私の研究室にはいつも学生が訪れ「英会

話をして楽しんでいる」という噂からかもし

れません。バンフォード研究室のドアはいつ

も開いたままになっていますので、研究室の

前を通り過ぎたならば誰もが活気のある、時

として著しく騒々しい英語でのおしゃべりや

笑い声、また学生や湘南キャンパスの近隣に

お住まいの方々がモニターに吸いつくように、

日本語字幕なしの映画や英会話のクラスのビ

デオを見ていることにも気づかれることでし

ょう。 

 私の研究を訪ねてくる人々は「私の学生」

ではありません。彼らの中には文教生ではな

い人もいますし、卒業生や湘南キャンパスの

近隣にお住まいの方々もいます。私は情報学

部広報学科に属していますが、研究室の中の 

 

文教生の大半は国際学部の学生や卒業生です。

私の研究室を利用している学生がすべて英会

話の上級者というわけではなく、まったく英

会話のできない学生、ほとんどバイリンガル

の帰国子女、または留学生など様々なレベル

の学生が、一つの共通点を接点に英語でコミ

ュニケーションをはかっています。彼らは皆

「英語を学びたい」、「英語を実践したい」と

強く感じている学生なのです。 

 私が自分の研究室を学生等に開放している

最大の理由は、英語を教授する者の一人とし

て自分の研究や経験を通して「英語をマスタ

ーするためには通常の講義、授業等以外の場

所やチャンスが必要」という結論に達したか

らです。外国語を学ぶことは一つの学問分野

を修得するというよりも、むしろ車の運転を

マスターしたり、ゴルフの腕を上げるといっ

たことに近いのではないかと思います。つま

り、外国語を学ぶこととは実践を通しての現

実的な能力の開発をし、それを発達させる事

といえるのではないかと思います。英語をマ

スターするためには英語を勉強(学ぶ)する必

要があります。しかし勉強(学ぶ)時間以外に
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も「英語を実践する」為の多くの時間が英語

をマスターするためには必要となります。そ

して英語を実際に使うことにより、学習者は

「英語について」学ぶのではなく、「英語その

もの」をより効果的に学ぶことができるので

す。 

 英語などの外国語を実践する事なしに学ぶ

ことはとても不自然でありかつ非効率であり

ます。大学受験や英語検定試験等のテストを

「英語を実践」せずに孤独に勉強した弊害と

して、一部の先生の間や学生の中に実際に英

語をコミュニケーションの道具としてスムー

スに使えない人々を多く見つけることができ

ます。また逆に英語を実践するだけでは学習

効率は高くなりません。その代表的な例とし

て、私自身のように外国で長く生活している

のにその国の言葉がなかなか上達しない人々

の話をよく耳にします。ですから外国語学習

の理想の姿とは、「外国語を勉強する」、「外

国語を実践する」という二つのコンビネーシ

ョンが必要と思います。効果的に外国語をマ

スターするために学習者は言葉が実際にどの

ように使われているかを提示され、理解する

場（勉強）と勉強した事柄を実際に使ってみ

る場（経験）が必要だと強く思います。 

 ある木曜日に私は授業の中で “It's none 

of your business.” というフレーズを教え

ました。普通はこのようなフレーズは簡単に

忘れ去られてしまいます。しかし、私がこの

原稿を書いているとその授業に参加していた

学生の一人が“It's none of your business.” 

とこの研究室の中で実際に使い、このフレー

ズの意味のわからない人に意味を教え彼らの

会話の中でボーイフレンドのことや個人的な

事柄等を話しているときに実際に何度も何度

も繰り返し使っているではありませんか！こ

のように授業等で勉強した言葉を自分たちに

関係のある、又は自分たちの実際の生活の中

で実践することにより、それらを簡単に自分

の言葉にすることができるのです。授業、講

義だけでは習ったことを簡単に忘れてしまい

ますし、実際に会話をするだけでは新しいこ

とを学ぶことは難しいでしょう。（勉強）と

（経験）が正しく行われてこそ言葉は効率的

に学習されるのです。 

 語学学習の中で「習ったことを実際に使っ

てみる」という部分が現在一般的に一番足り

ない部分ではないかと思います。我々言葉を

教える立場の者は授業で教える事象、授業中

に練習することで十分と思い込み、学生は授

業で学んだことを忘れずに覚えておくことが

彼らの役目と思いこんでいるようです。しか

し我々は言葉を本来あるべき姿である「実際

のコミュニケーション」から切り放してしま

ったために、学生が語学をマスターすること

をほとんど不可能にしてしまいました。授業

のような人工的な環境下では、「実際のコミ

ュニケーション」に明白な限界がありますが、

現実はクラスよりももっと内容のある、もっ

と効果的な、実際に言葉を使うチャンスがあ

ります。 

「実際のコミュニケーション」を英語で実

践してもらうために私は自分の研究室を英語

が使える場所、ランゲージセンターとして英

語学習者に開放しています。 

私はこのランゲージセンターに辞書なしで

簡単に読むことのできるおもしろい本、人気

のある映画の日本語の字幕ではなく英語の字

幕のついているものを設置しています。映画

のビデオを見るためビデオデッキとモニター

や、お茶を飲みながらリラックスして英会話

を楽しんでもらうためのテーブルセットなど

もあります。またモニターではミュージック

ビデオや、私の映画を使った語彙強化のため

の特別クラスのビデオ等も見て勉強すること

ができます。国際学部の生田祐子先生や女子

短大の John Abrahams 先生のように私の研究

室に直接学生を連れてきてランゲージセンタ

ーを紹介してくれる先生方には深く感謝して

います。そして、国際学部の Irene Waller 先

生のように昼休みに学生と英語でおしゃべり

するためにわざわざ来て下さる先生方の協力

もあるおかげで私の研究室はランゲージセン

ターとして成り立っています。 

 悲しいことに英語の授業の大半は和訳や、

テストのスキルを教えるための英語検定や
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TOEFL テストを使ったもので、これらは時

に学生のレベルをはるかに超えるために、彼

らからやる気を削ぎ、英語を「実際のコミュ

ニケーション」の道具をして教える事が不可

能になっています。またこれらのテスト用の

知識は「実際のコミュニケーション」の際に

広く役立つものでもありません。以上のこと

から私は正規の授業以外にも研究室で個人的

に授業をしていますが、なにぶん忙しいので

他の先生に協力をお願いしています。その中

の一人に国際学部の臼井直人先生がいます。

彼は基本的に週一回英語でのディベートを学

生にあったトピックを使って教えてくれてい

ます。 

 このランゲージセンターでは学生も時に先

生として活躍しています。彼らが英語で会話

をしている際に、自分の言いたい事が英語で

どう表現してよいのかわからない時に“How 

do you say XXX in English?”というパター

ンを使ってお互いに質問をし合います。例え

ば、“How do you say 面倒くさい in English?”

（宿題が面倒）、“How do you say むかつく

in English?”（バイト先の店長はむかつく）、

“How do you say だるい in English?”（今

日体がだるい）、“How do you say よろしくお

願いします in English?”（自己紹介の時に）

などがよくでる質問です。よく使われるフレ

ーズは学生同士で即座に回答できますが、誰

もその答えを知らない時などは、質問用紙が

用意してありますのでその用紙に質問を書き、

質問箱の中に入れます。するとその日のうち

に質問の答えが返ってくるようになっていま

す。学習者にこのようにいつでも自分が尋ね

たい時に質問ができる方法を与えると、全く

英語を話せることのできない初心者でさえも

徐々に自信を持って英語を使い始めることが

できるのです。 

 ランゲージセンターを利用した学生の多く

は英会話に対する自信を深め、その中の何人

かの学生は海外の大学での学士号や修士号を

取得された人もいます。彼らの偉業は私ただ

一人が手助けしたわけではなく、他の多くの

先生方の多方面にわたるご助力、そして彼ら

自身の努力があったからこそ、それらの偉業

は達成されたと思います。その中で私がここ

で彼らに提供していることとは、湘南キャン

パスが英語教育のために今必要なもののほん

の一つです。しかし、たった一つの小さなパ

ズルのピースをはめ込むだけで今まで存在し

た英語教育が今まで以上の意味を持つことに

なります。英語を実際に使うための環境、英

語を実際に使うための学生への励まし、英語

を効果的に学習するための教材が私によって

提供された小さなものです。 

もし私達が学生の未来にとってより不可欠

な語学力を今まで以上により効果的に彼らに

提供したいと望むならば、私が実践している

ような新しい試みが必要なのではないでしょ

うか。湘南キャンパスのほんの一握りの学生

は私の研究室を知り、利用することができま

した。しかし、文教大学が実践的な英語の勉

強法、英語を実際に使う場の必要性やニーズ

を正しく認識して本物のランゲージセンター

を設立するための投資をわずかながらしたな

らば、より多くの学生に今現在この研究室で

提供できるものを利用してもらえることでし

ょう。高価なＬＬ教室は必要ありません。大

学からの公式なサポートと今以上の広さの部

屋だけあればよいのです。 

 

 

 

 

 

 

 


